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    fao.org/forestry/urbanforestry/en/ 
今日 2050年までに

都市 農村 都市 農村

薪は調理と暖
房に使用する
ことができる

大都市の樹木は、都
市の汚染物質や微粒
子を防ぐ優れたフィ
ルターである

樹木は生息場所、食料およ
び植物と動物の保護を提
供し、都市の生物多
様性を高める

 木の近くで過ご
すことで、血圧
上昇やストレスが
軽減され、エネル
ギーレベルと回復
速度が上昇するた
め、身体・精神的な
健康が向上する

造園、特に植木は
20％まで　資産価
値を上げることが

できる

建物の周りに適切に置かれた
樹木は、エアコンの必要性を
30％削減し、暖房に使用す
るエネルギーを20-50％節約

することができる

成熟した木は
水の流れを調
整し、水質を
改善する

都市樹木
の利点

世界の都市人口は急
速に増加している…

…今日、木を植えて管理することは、
未来の世代にとって不可欠なことです！

木は果物やナッ
ツ、葉などの食
料を提供するこ
とができる

都市部の樹木を戦
略的に配置するこ
とで温度を2 ºCか
ら8 º下げること
ができる

1本の木は年間最大
150キロの二酸化炭素を

吸収、炭素を隔離し、結果と
して地球温暖化を緩和している
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